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株式会社ト－ア紡コ－ポレ－ション

(コ－ド：3204  東証第１部）

　最近の業績動向を踏まえ、令和３年２月15日に公表いたしました令和３年12月期（令和３年１月１日～令和３年12月31日）の

通期連結業績予想を下記のとおり修正いたします。また、当社は個別業績予想を開示しておりませんが、前期実績値と比較して

差異が生じる見込みとなりましたので、お知らせいたします。

１．令和３年12月期通期連結業績予想数値の修正（令和３年１月１日～令和３年12月31日）

　　　 百万円 　　　 百万円 　　　 百万円 　　　 百万円

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 15,000 350 300 170 19.06

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 15,530 350 410 250 28.03

増 減 額 (B-A) 530 － 110 80 －

増 減 率 （％） 3.5 － 36.7 47.1 －

( ご 参 考 ) 前 期 実 績
( 令 和 ２ 年 12 月 期 )

14,752 270 297 184 20.65

（修正の理由）

　連結売上高は当初の予定通り推移しましたが、為替レートが想定より円安に推移し為替差益を計上したことや、助成金収入等

の増加もあり経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益が公表予想数値を上回る見込みとなりました。

２．令和３年12月期通期個別業績見込みと前期実績値との差異（令和３年１月１日～令和３年12月31日）

　　　 百万円 　　　 百万円 　　　 百万円 　　　 百万円

前 期 実 績 （Ａ） 3,415 103 279 220 24.69

当 期 実 績 見 込 み （Ｂ） 4,160 110 180 180 20.18

増 減 額 (B-A) 745 7 △ 99 △ 40 －

増 減 率 （％） 21.8 6.8 △ 35.5 △ 18.2 －

（差異の理由）

　売上高は、エレクトロニクス事業において主力製品の受注が大幅に増加したことや、不動産事業において郊外型ショッピング

センターの賃貸収入が増加したこと等により前期実績値を上回りました。経常利益は、子会社からの配当金が減少したこと等に

より前期実績値を下回りました。

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によ

り異なる結果となる可能性があります。
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